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山梨県・甘利山の鮒窪および堅沢に分布する
地すべり地形に関する１４C年代
苅 谷 愛 彦＊
１．はじめに
地すべり（崩壊）は山地の地形発達をつかさどる主要な地表プロセスの
１つである。地すべりの発生は地形・地質などの素因と，地震動や異常降
雨などの誘因により規定されることが多い。このうち誘因については，過
去に起こった地すべりの発生時期・時代を限局することにより，その年代
値を歴史記録と対比したり気候変動と結びつけたりして論じることができ
る。そして，そのような知見は将来発生が予想される巨大地震や降水イベ
ントに対応して，どのような地すべりが起こりうるのかを予測することに
貢献する。この点において，地すべりの編年は山地の地形発達論や防災論
において，重要な研究課題である（社団法人日本地すべり学会地すべり地
塊とその変遷過程研究委員会，２００１）。
本稿では，山梨県甲府盆地の西に接する甘利山（標高１７４４m）の大規
模地すべり地と，地すべりの前駆現象の一種である重力変形性の線状凹地
をそれぞれ埋積する土層から得た微細木片および土層の１４C年代を報告す
る。甘利山はその山麓に活動度 B級の活断層を擁し，多雨気候下にある
ため，第四紀後期に各所で地すべりが発生してきたと考えられる（小塚・
苅谷，２０１８）。しかし，ほとんどの事例について，それらの発生年代は不
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明であった。
２．調査地域
甘利山は，その山頂の西南西約２kmにある千頭星山（標高２１３９m）と
ともに，甲府盆地の西において南北に伸びる山塊をなす（図１）。甘利山
や千頭星山の山頂一帯には，尾根向きの低崖を伴う直線ないし曲線状の閉
塞または半閉塞凹地が発達する（苅谷，２０１６）。地形の発達状況からみて，
これらの線状凹地のほぼ全数が，山体の自重沈下を伴う岩盤の重力変形に
因るものと考えられる。またこれとは別に，甘利山の南面や東面では後方
回転型の大規模地すべりも発生している。それらは円弧状ないし馬蹄状の
図１ 甘利山とその周辺の地形
基図には地理院地図（国土地理院）の陰影図・傾斜量図を用いた。A：甘利山，
F：富士川，K：甲府，M：御勅使川，N：韮崎，S：千頭星山，Stf：下円井断
層。黒い実線は主な活断層を，白い破線は甘利山や千頭星山からなる山塊を表
す。活断層の所在は産業技術総合研究所地質調査総合センター（２０１２）のデー
タを一部改変して示した。
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平面形を示す滑落崖と，低丘や凹地を伴う地すべり移動体で構成される。
本稿で扱う２つの試料採取地点も線状凹地や地すべり移動体上の凹地にあ
る。
Loc．１（標高１６１０m；図２）は，甘利山山頂の南東約０．６km地点にあ
る通称「鮒窪」の線状凹地である。この線状凹地は東北東―西南西走向を
示す長さ約１．８kmのリニアメントの一部をなす半閉塞凹地である。地表
にシート・ウオッシュやリルの痕跡はなく，季節的もしくは恒常的な湛水
域は生じていない。周囲はカラマツの植林地となっており，林床にはササ
類がみられる。
Loc．２（標高８７０m；図３）は，甘利山の北東約３．１km地点にある通
称「堅沢」地すべり地の主地すべり移動体上に発達した閉塞凹地である。
地表にシート・ウオッシュやリルの痕跡はなく，季節的もしくは恒常的な
湛水域は生じていない。周囲の斜面はアカマツやサワラの植林地となって
いる。林床植生は乏しい。
図２ 甘利山南面の線状凹地（Loc．１）
A：甘利山，G：御庵沢地すべり地。矢印の間を重力性断層が通過し，線状凹
地の列（リニアメント）を形成していると推定される（苅谷，２０１６）。基図は
国土地理院基盤地図情報５mメッシュ DEMより作成した。等高線間隔は５m。
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甘利山一帯の地質は新第三紀中新世櫛形山層群の堆積岩類・火山岩類
（安山岩・玄武岩質溶岩）と，石英閃緑岩からなり（尾崎ほか，２００２），筆
者も調査地点の周辺でそれらの露出や転石を確認している。また甘利山の
東麓を北北西―南南東に走る下円井断層は糸魚川―静岡構造線断層帯南部
区間の一部をなす全長約１２kmの逆断層で，西傾斜の断層面をもつ。平均
変位速度は最大０．５m／kyで，活動度は B級である（地震調査研究推進本
部地震調査委員会，２０１５）。
３．方法
Loc．１と Loc．２において，凹地の埋積土層をハンドオーガー（内径
２５mm）で掘削した。ハンドオーガーは０．３m掘進するごとに地上に回収
し，土層の地質学的記載と年代測定試料の採取を行った。
試料の前処理と１４C年代測定は加速器分析研究所に委託した。Loc．１の
木片（FNK―１―１）には酸―アルカリ―酸処理を，Loc．２の土層（KTS―１―
図３ 甘利山東面の地すべり地（Loc．２）
K：堅沢。黒い破線は移動体の分布域（推定）を示す。基図は国土地理院基盤
地図情報５mメッシュ DEMより作成した。等高線間隔は５m。
山梨県・甘利山の鮒窪および堅沢に分布する地すべり地形に関する１４C年代（苅谷） 191
１）には１N塩酸による酸処理を施した。グラファイト化した試料の年代
測定は同社の加速器でなされた。測定時には１３C濃度を求め，同位体分別
補正年代を計算した。１４Cの半減期は５５６８年とした。その後，OxCAL（Bronk
Ramsey and Lee，２０１３）と IntCal１３（Reimer et al．，２０１３）による暦年較
正を行った。本稿では２レンジの暦年較正値を表記する。
４．結果・考察
４．１．地質層序
１）Loc．１
土層の掘進は深度２．７０mまで行った（図４）。地表～深度１．０５mはク
ロボク様の黒褐色土層が卓越するが，１．０５m以深では黄褐色～明黄褐色
を呈する砂礫まじりのローム質土層に変化した。また深度１．０５m付近か
ら細礫の混入がめだち，下方粗粒化が確認された。特に，深度１．５０m付
近ではかなりの量の中礫が観察された。他方，深度１．５０m以深では礫の
量が減少し，粒径も細礫サイズになった。深度２．７０mでコア径以上の礫
または基盤岩に到達した可能性があり，それ以上の掘進は不可能だった。
深度１．０５mにおいて，礫間のシルト質基質に含まれる微小な褐色木片
（FNK―１―１）を発見し，年代測定に供試した。
２）Loc．２
土層の掘進は深度２．１０mまで行った（図４）。地表～深度１．３８mはク
ロボク様の黒褐色土層が卓越するが，１．３８m以深では黄褐色～明黄褐色
を呈するシルト・砂まじりのローム質土層に変化した。礫はそれほど多く
なく，シルトや細粒砂が土層の主体をなしていた。ただし深度２．１０mに
おいてコア径以上の礫または地すべり移動体を構成する岩屑に到達したと
みられ，それ以上の掘進は不可能だった。
目視の限り木片や炭化物は見いだせなかった。そこで，地表から連続す
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る黒褐色土層の下半部（深度１．２０m付近；KTS―１―１）を層厚方向に約２cm
分取し，年代測定に供試した。
４．２．年代値
表１に示す。Loc．１の木片（FNK―１―１）は５８９９～５７３９cal BPを，Loc．２
図４ 凹地を埋積する土層のハンドオーガー柱状図
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の腐植質土層（KTS―１―１）は６１８４～６０００cal BPを示した。いずれも完新
世中期である。
４．３．年代値の解釈
Loc．１の線状凹地は，それを埋積する土層の年代からみて，完新世中
期には堆積場としてすでに存在していたと考えられる。試料採取層準（深
度１．０５m）より下位には，なお層厚１．７m程度の土層が確認されている。
目下，年代データが１点しかないため正確な深度－年代モデルは構築でき
ないが，線状凹地を埋積する土層の堆積速度が一定であったとすれば，今
回の掘進下限である深度２．７０m付近の土層の年代は更新世後期末のおよ
そ１６０００cal BPまでさかのぼる。
Loc．２の地すべり移動体は，その表層に形成された凹地を埋積する土
層の年代からみて，完新世中期には堆積場としてすでに存在していたと考
えられる。Loc．２についても掘進下限である深度２．１０m付近の土層の年
代を求めると，完新世初頭の約１１０００cal BPとなる。
日本では更新世後期末から完新世初頭にかけて，多雨化が生じることで
河川の流量と下刻量が増え，地すべりが多発するようになったと考えられ
ている（町田・宮城，２００１）。本稿で報告した２点の年代値は，それぞれ
の凹地が初生的にいつ形成されたのかを直接示すものではないが，土層の
年代が更新世後期末に至る可能性を示唆している。甘利山においても，こ
の時代の気候変化に連動して，地すべりなどの斜面変動が活発化した可能
表１ １４C年代値
Site ID Material １３C（‰） １４C age
（y BP，１）
Calendar age（IntCal 13 BP; 2）
with probabilty distribution（％）
Loc．１ FNK―１―１ Wood －２６．９５ ５０５５±２６ ５８９９―５７３９（９５．４）
Loc．２ KTS―１―１ Soil －１８．１５ ５３１６±２５ ６１８４―６０００（９５．４）
FNK―１―１：IAAA１７０３１９，KTS―１―１：IAAA１７０３２０．
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性がある。また下円井断層の更新世後期の活動史は不明であるが，隣接す
る他の活断層（白州断層，市之瀬断層）は１００００cal BP以前に活動したこ
とが知られている（地震調査研究推進本部地震調査委員会，２０１５）。これ
らの古地震に伴う強震動が誘因になった可能性もある。
５．まとめ
山梨県西部の甘利山において，地すべりに関係する凹地の２地点で埋積
土層を掘削し，土層の堆積年代を１４C法によって明らかにした。２地点と
も土層は完新世中期には堆積しており，凹地の初生的形成はそれより古い
と判断される。土層の堆積速度を一定と仮定して算出される土層基底年代
は更新世後期末までさかのぼる。この時代の気候変動や古地震が地すべり
活動に影響した可能性がある。
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